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ボーカロイドを取り巻く環境
高屋大相
はじめに
2009咋8月22tIに埼玉県 さいたまスーパーアリーナでのイベントに
て、「初白ミク」がアーテイストとしてスクリーンに登場し、初めてのラ
イブを披露したc Y A:VIAHAが提供する肯戸合成ソフトによって人て的
に作られた歌手 'YOCALOID，の 種である彼女は、今や7T楽のみなら
ず犠々な形で消費されているつ誰でも気軒にアイドルを育てられるという
コンセプトを廷に作られた 'YOCALOIDJだが、そこから多種多係な歌
手像が生み1¥され、同一的なアイデンティティーに捕われないアイトルが
量罪されている。その結果、「和IJ"&ミク」をはじめとするボーカロイドは日々
際限なく増殖している。なぜこのようにボーカロイドは各種多様に変化し
えるのか。作詞者や作曲家だけでなく、その机l肱者も大きく貢献している
ネ y トワークがどのように形成されるのかc 現在公開されているポーカロ
イドの作品と視聴者との関係がどのように影響しあい、制作現場と視聴環
境がどのように桐互に作用するのか、作品ごとになぜ児なるキャラクタ一
件が生じるのかを巾心に、この電子廿iEが変化するプロセスを検討してい
く。
1 'VOCALOIDJの概要
VOCALOIDとはヤマハが開発した首声合成技術であり、データ化され
た人の戸を冗に歌戸を合成することができる J 操作はメロデイ と歌詞を
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入ねすることで行われる。市場への製品の提供はヤマハではなく、ライセ
ンスを取得した芥れが独白にサンプリングした音声を忌に製品を開発し販
売を行っているc 同外では2004年 lけからイギリスで VOCJ¥LOIDの技
術が使用された英語の男性と女性ボーカルの DTM (デスク トップ・
ミュージソク)ソフト CLEONJと CLOLAJが販売されるc 同年ll!lに
は初の日本語版VOCALOID cMEIKOJがクリプトン・ 7ユーチャー・
メディア(以卜:クリプトン)から国内で販売され、初年度で3000本以上
の売り卜げを記録するc しかし、 2006年2月にH本品版VOCJ¥LOIDの
第2弾として販売された男性ボーカルの CKAITOJの初午度売り上げは
わずか500本にとどまるι この鮎呆は当時の DTMユーザーのλ、['が男性
であり、男性ボーカルを忌避する傾向があったからだと考えられる。 2007
年以降は VOCALOIDエンジンの改良型である 'VOCALOID2Jを)IJい
た製品が聞発され、スウェーデンで世界初の VOCALOID2使J+jの製品
iSwcct J¥nnJが6月に、同内では|叶年 8月3HIにクリプトンから「初
出ミク」が販売される 「キャラクター・ボーカル・シリーズ(以下:
CVシリーズ1Jの第 弾と称された「初itミク」の特徴として、声優の
藤間以の音声が使JiJされ、パッケージにJiJいられたキャラクター・デザイ
ンがアニメ色の強いものとなった。これまでの VOCALOIDにはなかっ
た公式設定(16成という咋齢や得怠ジャンルなど)も公開され、初年度で
lh本の売り上げを記録する。その後、同じ CVシリーズから男女ボーカ
ルのセット「鏡廿リン・鏡甘レン」が同年12月27日に、翌年 1月初日には
日英の7T声を収録した「巡7Tルカ」が発売される。またインターネ yト社
からは|吋じ VOCALOID2エンジンをJIJ"、て、ミュージシャンの GACKT
(音声サンプリング時は Gacktlの音声が使則された「がくっぽいどJ(2008 
午7月31日発売)と、戸優・歌子の巾島愛の白戸を使用した CMcgpoidJ
(2009年6月26日発売)の2稀類が販売されている。ヤマハが公式に国内
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で技術提供し開発・販売された VOCALOIDは現在自種類あることにな
る。
その一方で、一般の午、ットユーザーによる自作アプリケーション ソフ
ト 'UTAl，(作者:飴属/高蒲(あめや・あやめ)2008午3月15日配布
開始)によって、 Hら収集Lた甘声を切り貼りするという、 VOCALOTD
とは別のアプローチを用いた汗声介成ソフトも登場している。理論上、ど
んな音声 (wave形式)でもサンプリングできることから、各ユーザーが
自作の歌千データを作成することが可能となった" VOCJ¥LOIDシリー
ズと追い、正式なキャラクター{まが提供されているわけではないが、
rUTAU，の作品が 般的に認知されるケースも出てきているU
このように現在はヤマハの rVOCALOIDJ と白作のフリーソフト
rUTAUJの公式 非公式の音声合成ソフトが広く配布されているが、
共通する目的が「白ら作詞し、歌わせるJ/1，であることに遣いはない(本
稿では VOCJ¥LOIDエンジンを使用したソフトと UTJ¥むを総称して
Jボーカロイド」と表記する)c本来なら作詞したものを自ら歌うか、ブロ・
77を問わず歌手に依頼するかの選択肢Lかなかった状況下で、代理で
歌ってもらえるツールの要素場により個人での音楽製作の幅が広まった。で
は、製作者や机聴者によるボーカロイドの実際の受け入れられ方はどうい
うものなのか。そもそも「どこで」ボーカロイドが使用され「どのように」
消費されているのか、この点について触れなければ「誰が」この邑来製作
の 環に参加しているのかが見えてこないじそこでまず、どのような領域
でボーカロイドのネ、ソトワークが展開しているのかを検討するコ
n rVOCALOIDJが展開する領域
①ボーカ口イドを用いた製作と公開
はじめに rVOCALOTD，がDT¥lソフトである，占にも右目する必要が
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ある c DTlvIとは文字通り「机の上」で作成される音楽であり、個々人が
パソコンで作山するというコンセプ↑を廷に提供されているc 個人という
比較的限定された範開での制作であるゆえに、白山度と引き換えに視聴者
との繋がりは作者自らが確保する必要がある。そもそも芸能界というんき
な組織と民なり、制人で制作する作品には発表するまでの道のりが最初か
ら用意されているわけではない。そこで重要な要素となるのがインター
ネットである。子市干に誰でも参加でき、かっ同費も比較的抑えることがで
きるメリットが挙げられるc何よりもパソコンで作品を制作している以上、
そこから最知かつ最速にアクセスできるフィールドがインターネットであ
る。そして、作成された業曲が披露される場として選ばれるのが、誰でも
作品を紹介できアクセスも容易な動幽共有サイトである。ここでは、とり
わけボーカロイド関連の作品投稿の割合が高い rニコニコ!Th幽(9)J (元々、
H本語の秋剖を使則するユーザーが多かったこと(外凶語版の VOCA-
LOIDの阿1}'1売り卜げが低かったことと、lvIEIKO・KJ¥ITOに兆諦ライ
ブラリーがなかったことに起因)により、日本国内の有力な動阿共有サイ
トに投稿者が集中したためと考えられる)に焦点を介わせていくじ
テレビやラジオと違い!T)J幽共有サイトには 度動幽が煮録され設定が済
めば、いつでも誰でも閲覧できるという特徴があるn 机聴者やアップロー
ド者のコメントも残せるため、百円lhやメッセージが直援に利用者へと届け
られる。ニコニコ動両の場合、そのコメントを再生巾の動岡上にl白接載せ
られる。動画の進行に合わせてメッセージが流れるため、他のユーザーの
意見や感想、などを観察しつつ白らの評価を残すことができる。また、副J幽
の特徴や種類をノJ、唆するキーワードを与え他の!T)J幽へのリンクを張る「タ
グ」、ジベンルや作者日IJによって作られる「コミュニティー」などの[ITjサ
イト内で使用できる機能により、視聴者自らがl白今接参加できる一体感をl床
わえる。その 例として、歌の特定のフレーズや盛り上がる場而で同じコ
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メントを|ロj時に複数のユーザーが行う「抑幕」という行為があるc これは
コンサートでファンが一斉に1，'Jじフレーズを11にする現象と似ているが、
初めてそれを目撃した人でも後から参加することでその連帯感の輸を広げ
られるコつまりテレビやコンサートなどリアルタイムで行われるものと追
い、特定の時間や場所に縛られず自由に参加できるというメリソトを動画
共有サイトは有している。副~I山の製作者であるアップロード者(または代
理人)と視聴者とのやり取りが行われ、ただ評価するだけではなく、机服
者もコメントやタグを残すことにより「公開」する作業を下助けしている。
このように動阿共有サイト内では、ボーカロイドを用いた邑楽製作者と視
聴者との需長な関係が成り立っているu また、動画共有サイトのみならず、
初汗ミクの発売とほぼ同じ時期にオープンLたイラスト Sl¥S r pixiv，l -? 
クリプトン社が運営するコンテンツ投稿サイト Tピアプロ』のようにボー
カロイドのイラストを投稿したりコラボレーションを呼びかけたりする交
流の場などが設けられ、様々なメディア・ミックスが試みられている。
これほど行んなコミュニティーに発反した県山は、不 y 卜上へのアクセ
スのしやすさと作品のデジタル化によるものと考えられる。例えば企画を
つインターネット外(以卜、「オ7J (オフライン)と省略)でなち上げ
た場合、訴し合いの場の確保、内容の伝達、役割分位決定後の連絡など、
参加メンバー聞での連絡や集合にそれなりの時間と費用がかかってしま
う 「空間」という物照的な降告と「時間」の制約が一二重にのしかかるため、
大規模な活動へと発展していくまでに多大なエネルギーと時間を浪費する
ことになり、コミュニティーそのものが成立せず消滅することもありえる。
ネット上でも|ロj禄のことは百えなくもないが、少なくともネットに繋がる
環境さえ整えばどこからでも参加できる点で、用問的な問題はある程度解
消できる。面禁はもちろんのこと、映線作品や文章なども信号化(スキャ
ナーによる画像の取り込み、主章作成用のソフトウ ェアの使用など)して
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発信でき、ブロードバンド化に伴う通信速度の向上により 連のやり取り
もl日速イヒしているハそれに加え、個人レベルでのデジタル・コンテンツに
閲する知識の拡大(ホームページや7ログの作成、掲示桜の手Ij用や検索サ
イトの活用)や、ネット利用者の増んによって、ネット上でコミュニティー
が形成することが谷易になったc
②制作と視聴に関わるネットユーザーの集団性
ネットトでコミュニティーが形成されるプロセスはある程度説明できた
と思うが、ボーカロイド作品に関わっているユーザーの影響との相互関係
を考慮しなければ、その変化の原動力の 部を無視してLまうことになるひ
そのため、そこに集まるユーザーの特彼にも注意を払う必要がある。彼ら
は実名や素牲を明かさずに犠々な情報を発信できるある程度の「匿名性」
を保障されながら別人として、ネッ↑卜での白らの役割を演じることがで
きる(他者が他人の端末を利用してその所有者になりすますケースも考え
られるが、ここでは前提として、端末の前にいる制人がその所有者である
場介に限定する)。苗字や名前もニックネームに変わり、年齢や作所、家
族構成なとのプロフィール、果てには性別jの隠蔽あるいは転換することも
可能だハ現実では衣1[11できない白身の願望・趣味を満喫できる空間を「バー
チャルな白分」を通して党見・体験するきっかけにもなりえる。また、ィ、
特定多数のユーザーが行きかう仮想、宅聞にて、共通の趣味を持つもの向上
が集まり、それまで「例」であった「パ チャルな自分」たちが、 一つの
「集[.J[Jへと変化することもある口この「集[.J[Jを成立されるにはネット
ワークを形成するための「接合」が不可欠であり、ただインターネットに
繋がっただけでは結ひ守っきは生じないc その「集凶」を動かすきっかけと
なるのがサイトのシステムや話題性などであり、特定の場所へと引きつけ
るのがそれぞれのユーザーの関心や趣味といった例人的な事情だ r集団」
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ができるまでには、「場所」の権保とそこに人が集まる「共通項」の一つ
が必安である。ポーカロイドで例えるならば、好きな楽曲や作者、好みの
キャラクターなどが挙げられる「
ただし、多種多様な集団がより大きな集団を形成することがかならずし
も良いとは限らない仁ニコニコ動画では再生数やコメント数、マイリスト
登録数によって各動幽がランキング付けされており、上位になればコメン
トに無作為に批判を大畳に残す「荒し」行為が時折見受けられる。また、
楽11や動向の作者らのプログにすら誹諜中傷が飛び火し、いわゆる「炎卜」
状態になることも決して珍しくはない。小特定多数のユーザーが、一定の
「医名性」を持ったまま特定の動画やサイト、ブログを同時多発的に攻撃
するため、防止はもちろんのこと、事態を収めることも谷易ではないじネッ
ト上で保障される匿名性はう己笠ではないと述べたが、それでも不特定多数
のユーザーを割りnIすとなると途方もないことになるc このように1，'じ目
的に対して同調した場合に発生する「見えない集団」の力が、ネ y トトに
市む危険性として噴出する吋能性もあるコ同調は先ほど説明したように掲
示板やs:.rs、ブログなどで同じ関心・興味を抱いているユーザー同士が
集まり、 つの集同を形成することから始まる。ただし、この時/i、でかな
らずしも行いのぷ性を知っているわけではないし、知る必安性もない。集
団として成り立つために必要なのは「人数」とそれをまとめる「日的」と
「場所」である。もちろんこれは何もネットに特化した現象ではなく、例
えはソゎ|字や WWFといった「イ大なネットワ クのメンパーが全員互い
の素性を知っているわけではないのと同じことが言えるだろう。ただし
ネットの場合、先述した「別の口分」として行動できる上に、白らの素牲
を校録等で明かす必要が必ずしもあるわけではない。よって「メンバー数
が多いから全員の顔を知るのには無用がある」のではなく、「最初から互
いに素性を知らない」ことになる J そのためネット上では、互いの素性は
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知らないがH的は|吋じという漠然とした 体!惑を元にコミュニティーが形
成されやすい。漠然としているからこそ、目的が共通することによって連
帯感が似己止され、それを達成するためのモチベーションが知期間での集団
件の獲得を促すc ただし、長期間同じコミュニティーで過ごすことによっ
てもそれは可能であり、同じコミュニティー内でも支援するもの、他のコ
ミュニティーにも参加するもの、あるいは批判するものなど、様々な思惑
で各ユーザーはそこに所属するため、支援者とそうでない者と 概に隔て
ることはできない。
もう つ触れておきたいのが、この集団と現'天世界にいる人々が日常生
活で擦触するには 民ネット上へと移動する必要がある点だι先ほどは「誰
でもJ Cとこからでも」アクセスできると述べたが、長低限の条件として
「ネソトに繋がる」必要があるc ネットに繋がらなければ、接触どころか
その存在すら知ることが難しいη そういう意味では、ネソト卜で形成され
るコミュニティーがいくら巨大な組織になろうとも、ネットに繋がってい
ない者からすれば、日に見えない「孤立した集団」となってしまう。ボー
カロイドについても同じことが言えるだろう。 CDデビューや売り上げの
ランクインなどでibIされるようになってはいるものの、実際に接触を閃
らなければ現状のボーカロイドを取り巻く環境を知ることはできない。限
りなく!ムい不ットという'乍間での活動が展開されているようにも思える
が、その領域自体が世間一般とは隣り合わせでいながらも隔離されている
ことになるυ そのため、このようなネット上のコミュニティーに関係する
作品を扱う場介は、それぞれの集|寸|の内部へのアクセスと外部へのアプ
ローチも年慮しなければならないロ
③ネットにおけるボーカ口イドの消費
このような集団の巾でのボ カロイドの利用については、ニコニコ動画
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やビアブロといった楽曲を発表できる場所と企幽・製作・評価の共同作
業、人気の動幽の閲覧が挙げられる。一つ一つの集同には各々の特徴があ
り、そこに集まるユーザーたちによって大きく左右されるc初音ミクをメ
インに作山・視聴する場や、特定のボーカロイドの慌を転換して他のキャ
ラクターと組み合わせて楽しむグループ、 VOCALOTDの歌を他のユー
ザ一白らがカバーしているものを鑑賞・泌援するなど様々である。そLて
これらの集i寸|が集合して更に大きなな集付|を成し、 つの巨大なネット
ワークを築き卜げているc そのネットワークを伝って、特疋の集団に所属
しているユーザーが別の集団へと移動したり、あるいは同時に稜数の集団
に在籍L多数の趣味や関心を共有することができる。それを先にも述べた
タグやコミュニティー作成といった機能が手助けしている。時間の拘束を
基木的に受けず、かっネットに繋ぐ環境さえあればアクセスが可能な領域
は、機々な変化をみせるボーカロイドとの相性のいい土壌となっているの
しかし、それだけではこれほどまでにボーカロイドを用いた多種多様な作
品を生み出すきっかけになったとは弓い切れない。そもそもなぜT差万別
に変貌する可能性をポーカロイドが有し、それがいかにして消費されてい
るのかについて検討しなければ、ネットという犠々な影響)Jを保有する空
間との連動を与えることが1¥来ない。そこで一度、ボーカロイドの特徴に
ついて立ち戻り、そのキャラクタ-ttが幾重にも変化する要閃を探らなけ
ればならない}
E ボーカ口イドの特徴とキャラクヲーの変化
①ポーカロイドのキャラク$1ー像
まず先に、実際にポーカロイドがどのような形で各々の作品に校場して
いるのかを記述する。自作ソフトまでも登場するほどに認知されている
ボーカロイドだが、その姿は作品ごとに変化して登場している。クリブト
五百
ン社の初音ミクの解説では「パーチャル・シンガー r初音ミク1 は、声優
「藤出咲」さんが演じるポップでキュートなキャラクター ボイスを正
に fþ り卜』アらオLた、ボーカル・アンドロイド~ VOCJ¥LOID (ボー カロ
イド)J と、「機械的」な歌い千としての印象がうえられていたコそのため
か、初期に登場した初肯ミクの曲には「バーチャルJ r科学Jr非瓜実」と
いったキーワードが日立っている口例えIJ';初7Tミクの代表作のひとつ「み
くみくにしてあげるT[LてゃんよlJ(作詞・作曲・ ika)には「科学の
限界を超えて私は来たんだよ」のフレーズがあるc 他にも「初音ミクの消
失」など、アプリケーション・ソフトウェアとしてのボーカロイド{袋治対抗
かれている作品があり、初予寺ミク以外のボーカロイドでも同様の歌が見受
けられる(例 KAITOr恋するアプリ」作詞・作曲 halP/鋭TTリン「コ
コロJl'乍副イ乍曲 トラボルタ P)C
その一方で、一人の少kとしての確かな人格の持ちTてである初音ミクを
抗いた作品もそを場しているc代表作としては「メルト」や「ワールドイズ
マインJ (作詞・作山 ryo)などがあり、公式設定の16歳の少女がするで
あろう恋愛模様が描かれているじここでは既にアンドロイドとしての初汁
ミクではなく、「人間」としての彼女が存在しているcまた、「コンビニJ(作
詞小作山 cokesiprocessor)のように、コンビニ出貝に訟をする占年の141
愛模様を歌い卜げるだけの「諦り千」としての役割も担っているc他のボー
カロイドでも同じ現象が確認できるが、それぞれの役割や関係もユーザー
たちによって決定されていく。例えば先に販売されたIvlETKO.KATTO 
は後続のボーカロイドたちにとっての「お兄さん・お姉さん」的な立場で
描かれるロ KAITOに関しては初音ミクに対して強いシスター・コンプ
レックスを抱く卜に、売り卜げが1qrび悩んでいた時期を撒捻して何をやっ
ても失敗する「ヘタレ」としても認知されている(例 rお兄さんは心配
性」作詞・作曲 すけ P)e 鏡甘リン レンに関Lても作品によっては、
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時には双子、時には迫、人|ロj士、あるいは赤の他人とその関係が変化する。
校場してまだHの浅い GUlvII('MegpoidJのキャラクターの名称。 Tがくっ
ぽいど』は、神威がく If)には各ユーザーがそのキャラクターけを確たる
ものにすべく奔走している様子が何える。
しかし、ここまでの事例はあくまでもデフォルトの公式設定を用いたも
のであり、それをさらに独自に変谷させ全く呉なったキャラクター像を提
出するケースも H立っているつ例えば初音ミクにはその派牛キャラクター
が複数存在している仁単い段階でそそ場Lたのが二政身にデフォルメされた
「はちゅねミクJ(cYOCALOlD2初高ミクに 'lcvanPolkk，lj を歌わせ
てみた」楽曲&動画担当 Otomania 絵たまご)がある。その他にも、
初背ミクの「虫種」として登場した「虫北ネル」や「弱Tハク」などの非
公式キャラクターが牛み出され、現在では SEGAから発売されたゲーム
ソフト r初音ミク ProjectDIYAJにおいてこの一人が按場しているため、
半ば公式化している"I寸じような動きとしては巡音ルカが、ボーカロイド
動阿のイラストを提供いている 3月8日(かんがつょうか)氏の姉いた「た
こルカ」を冗に、小さな蛸へとデフォルメされている。このように、提供
元の意同とは異なる形でそれぞれのボーカロイドたものキャラクター像が
ユーザーの聞で一人広きをし、 4是々な形に変化して消費されているつ
先に挙げた音声合成ソフト rUTi¥U，に関しでも、同様に閲党jしの士:1
らないところでボーカロイドに関わる様々な開発が進められていることを
示唆している。 CVシリーズ第3弾の発表前に 1"2ちゃんねる」にて、エ
イプリルブールに介わせて架空のボーカロイドを作成し発表しようという
企幽が持ち上がり、そこで「重苦テト」というキャラクターが非公式に作
られた。実際の初音ミクや鏡音リン・レンの公式ホームページを模した
ウェッブページを立ち上げ、訪れたユーザーにネタばらしをするドッキリ
企画にまで至った J その後 rl:TAUjの技術を駆使して、有志により提
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供された音声サンプルを元に 「重音テト」が歌えるまで試行錯誤が繰り返
され、現在ではその歌がカラオケでの配信予記にまで述している (C耳の
あるロボットの歌」作詞・作1・耳目ボP/注・重音テ トは一般人が創
作した架空のポーカロイドであり公式に認められたものとは追うため、現
存は歌手 ・作者については関係する各社で検討巾)。このような事例もあっ
てか、創作ボーカロイドの種類は今も増え続けており、公式のものとのコ
ラボレーションも附加している(例 rサヨナラの瞬き」作副 ・作曲もそ
もそ P)。なお、創作ボーカロイドに関しては、ピアブロにてイラストの
投稿欄に 「創作ボーカロイド」の項目があることからも、公式に容認され
ていると 凡てもいいだろう G
このように背楽製作ソフトのピジユアルに用いられたイラス トが際限な
く変容し、複数の役割を担いながら|ロl時多発的にl目殖するのはなぜだろ う
か。どのようにして彼らがそれぞれのキャラクター性を同布化されている
のか、その変化を誘発する安肉は何かについて考察したい。
② 「バーチャル・アイト、ル」としてのホーカロイド
まず、ボーカロイドという「ハーチャル・アイ ドル」ゆえの変化のしや
すさが挙げられる。最初からでき卜がったアイドル像をどう受け入れるか
ではなく、不特定多数の人物によってT業万別に作りトげていくアイ ドル
俄である。パーチャルがゆえの特性を活かして、利用者の求めるイメ ージ
に合ったアイ ドルを作り上げるため、フ ァン脳の刻、大と多様性を科易にし、
かつ同時進行で被数のイメージ像を形成できる。それゆえに、 表表のある
キャラクターとしてではなく、 幽 的なアイデンテイティーに縛られない
「多量人絡的」な存在と して受け入れられる。非現実的であるからこそ様々
に発生するアイドル像を受け入れるか否かの選択肢があり、それを作るの
も選ぶのもこの共同作業に参加する者全員に守えられた 「特権」と見なす
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こともできる。この「特権」に焦山を合わせると、公式(クリプトン社や
インターネッ↑打、あるいは原山に関わった製作者)の存在さえ絶対的で
はなく、二次創作において原点はさらなる作品へと変貌するロl能性を常に
秘めている。例えば先述した「はちゅねミク」はその典型的な例といえる。
動画共有サイト rYoutube.lに、フィンランドの民謡 rlevanPolkaJを
歌うフィンランドのコーラスグループの Loitumaに歌に介わせて、アニ
メ 'DLEACH，(原作.久保仙人)の号場人物が買い物袋を引っさげて、
ひたすらネギを振り回している動向が iLoituma giT lJという題名で投稿
されたコこの動阿は無限にループされるように作られており、既存の映像・
青戸を 般人が改変した 'MADムービー」の稀であるじこの作品は多
五面で好評を受け、登場人物を別のものに差し替えた複数のパージョン
が是正場したc その つに、絵ではなく歌の部分を初音ミクに歌わせた
Otomania氏が、友人であるたまご氏に 2出身にデフォルメした初音ミク
を揃いてもらい、その二つを合わせた lvlJ¥D作品がある仁これが「はちゅ
ねミク」が登場するきっかけとなった。このように冗をたどれば、和j高ミ
クと全く関係のなかった上に物語上なんの重要性もないネギが、アニメ・
民謡・ MAD'DTMといった後数の媒体を介して初音ミクのシンボルと
して定着するまでに主ったこ行人気の MADムービーのさらなるパロ
デイー化が「はちゅねミク」という二次行Ij作キャラクターの目立を促した
要因といえるだろう c 制作から計制1、キャラクターの変存からコミュニ
ティーの形成まで多岐に渡って参加できるバーチャル アイドルでは、縦
の関係はあっさり崩れ、横の繋がりは広がり続けるコこの時d白でネソト上
に展開される膨大なネットワークは、ボーカロイド以外の多数の作品や上
壌となるサイトの特徴などをもl吸収し成長しているといえるc そのため
ボーカロイドの作品の巾には、「はちゅねミク」のように複数のメディア
の融合から生み出されるものもある。実体がないからこそ異なった領域に
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存在する聖書家を悦l怯者を介して結合L.常に別の姿へと変貌する可能性を
布していることになるロ
③ ポーカロイドの「キャラク宮 」と「キャラ」
次に各ポ カー ロイドの特徴について考えたい。クリプトン ・インター
ネット阿社が公開しているそれぞれのボーカロイドの特徴は少ない。クリ
プトンが提供する CVシリーズでは、各ボ カー ロイドの年齢、身長、体重、
得意なジャンル 11のテンポ・音域とキャラクターのビジュアルだけが提
示されている。インターネ ット社製の lがくっぽいど』と 'McgpoidJに
は、使用された#戸サンプリングのアーテイス トとキャラクタ のイラス
トだけである。そのため、それぞれのキャラクターがどのような人絡を持
ち、とのようなパックグランドをもって誕ヰしたかについては不明であるロ
この限られた情報を元にユーザーはそれぞれのイメージにそって山 (ある
いはキャラクター)作りを進めていくことになる。この時点で分かるよう
に、使用された昌子討の提供者のプロフイーノレは特に反映されているわけで
はない。CVシリーズのコンセプトとして、 「人間の代用」から遠ざかる
ことを念頭においていることを企幽旭川の佐々木渉氏は諸っている (Cク
リプトン フューチャー・メディアに聞 く (2) C初音ミク」ができるまで
J ITmcdia.)。戸のサンプルを募集したところ、多くのアーテイス トか
ら模倣やカパー山の氾濫を忌避され、その結米アーテイス トの声を売りに
するのではなく、 から作り上げた新たなキャラクターとして立ち上げる
ことから出発しているという o 提供された初fミクのイラスト (作者 :K
E 1)がアニメ風であるのも、「人間の代川」から離れる意閃として採川
されている。後にインターネ ット社から販売される Tがくっぽいと〉 と
'McgpoidJは.その逆のコンセプトを踏袋しているかのように商品概要
において甘源となった GACKTや巾砧愛が強くアピールきれているが、
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結果的には 'GACKT宇がくっぽいど」と、それぞれ切り離して抜うべき
であるという認識が強いようである。いずれにせよ、製作者らが提示した
最低限のキャラクター像をJしに、購入者や視聴者らによって様々に解釈さ
れ構築されているのは確かだろう。ただし、提示されたものが必ずしも忠
実に再現されているわけではなしそれすらをも改変した作品が生み出さ
れている。それは性格干アイテムの付加といった後付け的な要素ではなく、
「市種」の存在や「たこルカ」の擬獣化のような、年齢の変更や身体的特
徴の変化などの根底からの変容をたしている事例もある。
このキャラクターを作り上げる 速のプロセスは、伊藤岡IJの「キャラ」
と「キャラクター」の概念を用いて説明することができる。 伊藤氏によれ
ば「キャラ」とは「多くの場介、比較的に簡単な線凶を基本とした図像で
描かれ、固有名で名指されることによって(あるいは、それを期待させる
ことによって)，人格・のようなもの」としての存在感を感じさせるもの」
とし、「キャラクター」とは cキャラ」の存在を某憶として、「人倍」を持っ
た「身体」の表象として読むことができ、テクストの背後にその J人生」
や「生治」を想像させるもの」と定義している。これはマンガの登場人物
をきしてJIいられた概念だが、ボーカロイドに閣しでも|斗械のことが百え
るのではないだろうかつこの定義では「キャラ」とは cキャラクター」
に先立つて、何か「存在感J'生命感」のようなものを感じさせるもの」、 c前
(プロト)キャラクター態」とでもいうべきもの」であり、そこに具体的
な性格や背景を付加することで「キャラクター」へと昇華するとされてい
る。また逆に「キャラクター」からそのパフクグランドを取り除き、存在
として最低限成り一立つ要素を残したものが「キャラ」となる。この定義を
ボーカロイドに当てはめると、 DTMとして提供された状態ではボーカロ
イドはまだ「キャラ」でしかないことがわかる心 jりj高ミクを例にすると、
先述したように彼女に最初に守えられているのはその歌戸の特徴と谷姿と
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年齢だけであり 、最低限 「存在感を感じさせるもの」として受け止めるこ
とができる。そこに 「人栴」や 「背景」が作曲を通して与えられ、イラス
トやプロモーシ ョン・ビデオによって具象化し 「キャラクター」へと変化
しているものと考えられるc
しかし、この「キャラ」と「キャラクター」は明確な線引きをするのは
難しく、ク リプトン社が公開している プロフイールだけでも「キャラク
ター」として成なしている事実も作めない。極端に情報が少ないとはいえ、
「特定のジャンルの歌が得意J'16成であるJ'M:'ItJ、そして「初音ミク」
という 「名前Jがある以上、それな りのキャラクター怜があることを認め
なければならない。そのため，初甘ミク」というイI干rは提供された当初
から多種多様に変化できるキャラクターであったが、そこからまた 「キャ
ラ」の状態へと解体し、全く別の 「キャラクタ 」ー へと変化させることも
できるの現に、基本はHじDTMソフ トであっても、別の 「キャラクター」
として成立する 「亜種」の存在がそれを裏付けている。つまりポーカ ロイ
ドは、「キャラクタ 」であると同時にそれ向体が 「前キャラク ター 態」
として既に 「自Ijのキャ ラクター」に変化する可能性を内包していることに
なる。作品ごとに起こる変化には、 基盤であるボーカロイドへの情報の追
加によるキャラクターの成立と、一度 「キャラ」の状態へ後退させてから
の再燐築というタイプに大きく分けることができる。ただし、も ともとの
状態が 「キベラ」か 「キャラクター」なのかを明確に判断できないため、
この一つのタ イプへの分類もはっきりしているとは言い切れない。
いずれにせよこの様な変化は、白夜にキャラク ター性を解釈できる公式
設定の性質と、 ポ カー ロイ ドのflJ川者とその制l能者らによるイメージの形
成が安川となっている。ネットトに展|剥するネ ットワークにポーカロイド
が適応できたのも.そのキャラク ターの多様件と柔軟性が合致したからだ
と考えられる。向干rに姿かたちを変えられるテクストが、利用者によって
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個別にその存在意義を変化させるネットワークと組み合わさることで、多
彩な可変性を実現していると百えるだろう c
おわりに
ポーカロイドに関わる制作や侃聴には、怖にインターネットという媒体
が介入Lている。元々、 パソコン上で曲作りを進めるために販売された
Dn1ソフトという性質上、ポーカロイドが何らかの形でネットと接触す
ることは避けられない。ネットトでボーカロイドを)jJいた11が発去される
場を通じて作再と視聴者は、それぞれがJ姉前くボ一カロイドのキヤラク夕一
f性牛を確立させるための
れたボ一カロイドの人格が視聴者らによつて受谷され、あるいは別のJjJで
内構築され、f:!t重にも繰り返される循環によって悌々なキャラクターたち
が牛みnIされているc それは、ポーカロイドの持つ最低限のハックグラン
ドをどう受け入れどう変容させるかの決定権が各々に与えられていること
に起因している。さらに、その変化を促進させる要因として、小特定多数
のユーザーによるネットワークの形成と、それが粘ぶ制々の要求を満たす
コミュニティーの存在が挙げられる。インターネットという空間の制約を
受けない環境によって多層的に構成されるコミュニティーは、生成される
音楽と禍瓦に影響しあうと同時に、別のコミュニティーとの共存や競争を
経てさらなるネソトワークの拡大を促す。インターネ y トという比較的に
早い変動を繰り返す環境下では、作品と作者そして視聴者の関係性やその
影響も Uまくれるしく変わっていく。ボーカロイドも例外ではなく、各楽曲
やコミュニティーを結ぶ多くのリンクによって、特定のサイト内でのネッ
トワークの構築は加速され確定していくコ視聴者もその創造活動に参加し、
縦の関係を防ぎつつ、他の作品やコミュニティーとの繋がりや影響を考慮
すべきボーカロイドは既に つのハイパーテキストとして扱うことができ
66 
るのではないか。電子音楽とインターネ ァトが結びついた際にヰじるネ ッ
トワークの形成は、それ白体が誕牛する作品との相打関係を築き巨大な制
作環境を生み/1:す。ボーカロイドの作品やキャラクターについて考察する
際には、)車山や一次創作の作者のみならず、創造的な慌聴者の立場も視野
に入れなければならないのではないだろうか。
害考文献・
ユリ イカ第~O巻第158"12月 臨時増flJ 81Z月随時増刊号 IZI附81総特県 r初百 ミ
ク ネットに舞い降りた天使」古十社
伊掛剛 オタク主化の現有eJ:lハジメテノオト、原初のキャラ 'キャラの原初」
「ちくまJ(444) 2008筑単書房
伊藤剛 『テプカ イズヂッド ひらかれたマンガ表現誼へJ(20'>) NTT出版
吉田止高 .一次正吾少立論 オタクの主神創造!と，(20倒)ニ見書房
雨博 l社会心瑚学入門J(1998)岩波書町
紀藤正樹 'イJ ターネッ ト犯罪大全J (20倒)イノフ刈パーン
赤間 1ト量， ，ネット犯罪対量マニ工アルー (2009)工 Nt
r，クリプ ト〆 フュ←チ'¥'←ー メディアに問< (2) r者)J育ミク」ができ るまでJ
http://wv...\v.itmedia . co .j p/ne\....s/artìdes/080~/Ll/newsOl:~.html 
クリプトン フーユーチ弓 ー メディア http://www.crypton.co.jp/ 
インタ - ，t~ :'1ト干上 http://www.ssw.jp/index.ht.ml 
U↑Aじ配布ページ 1tp:l/utau20附 町出 jp/
「初甘ミク ProjectDTV AJ 
「最甘テト」非公式ベージ hlLpゾIcrviplOTljpn org/l.cto/ 
PTAPRO 1ピアプロ htlp:1!piaptひ jp/
ρixiv (ピクシプ http:/h.vww.pixiv.net/
2ちゃんねる http://2ch .net/ 
Yourube htrp:/八.VW¥v.youtube.com/ 
ニコニコ動画 (9) httpゾIwww.nicovideo.jp
以 ト、ニコニコ動幽 (9)より使刷Lた動幽および昔号
みくみくにしてあげる .'I Lてやんよ]sml097-1刊 虫、するアブリsm22501-18
/ココロ sm2500648/メルト sm171;i919/ワールドイズマイン叩135例.H5 コ
ンビニ開1 19(鴻098/お兄さんは心配性別n:~311開7/ VOCALOTD2初音ミクに
rIevan PolkkaJを歌わせてみた sm982882
(大学院修士課程学止)
67 
R豆SUM豆
Les relalions enlre les VOじALOTDe( Tn(erne( 
Daisetsu TAKAYA 
Miku Hatsune est un logiciel concu afin de creer une idole virtuelle 
Ayant la capacIte de reproduire une voix naturelle ou robotique， ce logiciel 
nornrne <<VOCALOIIh est utilise par de nornbreux artistes. Ayant oficiel 
lement 8 variations parlant la langue japonaise (MEIKO， KAITO， Miku 
Hatsune， Rin Kagamine， Len Kagamine， Luka Megurine， Gakoppoido， 
Meguppoido)， chaque〆<VOCALOID>>ne possede qu'une indentite limitee， 
comme leur description physique ou leur age. A partir de ces informations 
peu nombreuses， par l'ajout de donnees aux caract位 esde ces person 
nages， chaque utilisateur peut ainsi moduler l'identite du chanteur (ou chan-
teuse) et creer une idole convenant a l'image de son出 uvre.La simplicit己
du persormage de base et l'uti1isaion par une masse importante d‘artistes a 
permis 1a creation d'une variet己depesonna耳es，commen刊ntd'une ido1e 
robotique， passant par des narrateurs d'histoires d'amour， ]usqu' a des 
jeunes garcons et fil1es qui vivent comme des αhumallls>> 
Chaque jour， une mu1titude de chants sont crees et present己ssur 
lnternet. Du fait que 1e くVOCALOID>>est un 10giciel faisant parti de la 
cat己goriedes <<musiques de tab1e分 (musiques cr己essur ordinnateurs)， 
l'acces 1e p1us court pour diffuser un田 uvresont 1es h己bergementsde 
video， comme <<NikoNikoDouga(9)>>. Sur ces sites ou 1es visiteurs peuvent 
1aisser 1eurs commentaires et messages address白 auxauteurs et aux 
autres spectateurs， des communautes fondees par 1es amateurs de ces 
田 uvresforment un espace ou 1a collaboration entre spectateurs et auteurs 
suscite la creation d'une variete innombrab1e d'ido1es. Dans cette coop己ra-
tion， du fait que 1es <<VOCALOID>> possをdent1a capacite de metamor 
phoser en de divers personnages， l'influence que subient ceux-ci peut 
provenir soit de l'auteur ou soit des spectateurs. De ce point de vue， i1 
est claire que 1es spectateurs font part aussi dans cette creation. Ainsi， 
l'hierarchie entre createur et spectateur dans cet espace n'est p1us va1ab1e 
ι日ヲ
pour demontrer s'il existe une relation de force entre ces deux partici 
pants. Les liens formes aussi par les叫notscles>> ajout己saux c削 vres
ayant des similitudes permettent aussi d'aggrandir l'etendue de chaque 
collaboration， ce qui conduit a凹 melangep1us comp1exe d'田uvres也vers
La creation et 1a presentation des auvres a partir des <<VOCALOID>> 
a permis de fonder un milieu de creation sur intenet， OU 1a collaboration 
entre auteur et spectateur joue un role important. Commme chacun a ses 
propres influences sur les personnages c邑esa partir des <<VOCALOIIh， 
nous devons tenir en compte de 1a presence de ces spectateurs createurs 
et des 1iens entre 1es differents倍 uvress'influenらant1es凹 s1es autres 
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